






血友病性偽腫瘍は、1981 年に Starker が報告して以来、現在まで欧米で 70 数

例、本邦では 10 数例の報告がみられる。症例の多くは、偽腫瘍の摘出、ある

いは切断等の外科的処置が行われており、保存的冶療のみで骨変化の軽快した

症例は少ない。今回、われわれは血友病 B患者の両側踵骨に偽腫瘍が発生した

が頻回の PPSB による予防的補充療法により骨変化が改善した 1 例を経験した

ので報告する。


